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A. 研究目的 
 
 肺癌は死因の第１位を占める悪性腫瘍で
あり、その治療においては癌の進行度や悪
性度に応じて適切な選択がなされなければ
ならない。E-cadherin を中心とする接着分
子は癌の浸潤や転移に関連しており、また
survivin はアポトーシスを阻害する物質で、
癌の増殖を促すことが知られている。肺癌
においてこれらの物質が癌の悪性度にどの
ように関わっているかを明らかにすること
は意義深いと考える。 
 
B. 研究方法 

 

①昨年の研究では肺癌の中で、pleomorphic 
carcinoma と large cell neuroendocrine 
carcinoma を対象に接着分子の研究を行っ
た。今回は小細胞肺癌 small cell lung 
cancer (SCLC)の 16 切除例を対象にして、
pure SCLC と他の非小細胞癌成分を含む
combined SCLC の相違点について検討し
た。臨床背景の比較とともに、E-cadherin、
β-catenin を免疫染色し、その発現パター
ンと labeling index について解析した。 
②病理病期 IA 期の腺癌 82 切除例を対象に、
survivin の発現を喫煙者と非喫煙者で比較
し、喫煙の影響について検討した。免疫染
色を行い、核と細胞質における survivin の
labeling index を算出した。 

 
 
（倫理面への配慮） 
 本研究は施設内倫理委員会の承認を受け
て実施した。「ヘルシンキ宣言」および「臨
床研究に関する倫理指針」を遵守している。 
 
C. 研究結果 

 

①pure SCLC が 11 例、combined SCLC が
5 例で、混合成分は腺癌が 3 例、扁平上皮
癌が 1 例、LCNEC が 1 例であった。接着
分子の発現パターンでは、機能の減弱・消
失を示唆する disrupted pattern を呈する
ものの割合が、E-cadherin では pure で
100%、combined の SCLC 部分で 40%、
NSCLC 部分で 20%であった。β-catenin
においても 73%、80%、20%と同様な結果
であった。 labeling index で見ると、
E-cadherin、β-catenin とも pure では
combined よりも陽性率が低値であった。 
②喫煙者 44 例と非喫煙者 38 例において、
核 survivin の labeling index は喫煙者で
5.6±0.5、非喫煙者で 1.1±0.5 と、喫煙者
で有意に高かった。3%以上の発現をみたも
のは喫煙者では 43.2%に対し、非喫煙者で
は 2.6%であった。核 survivin の発現量は、
現在喫煙者と過去喫煙者との間で差はなか
った。また細胞質survivinの labeling index
は喫煙者と非喫煙者の間で有意な差はなか
った。また、腫瘍近傍の正常な細気管支上

研究要旨 
①小細胞肺癌(SCLC)における接着分子の発現状態について検討し、pure SCLC と
他の非小細胞癌成分を含む combined SCLC の相違点について検討した。pure 
SCLC は combined SCLC と比較して接着分子の発現が低く、発現パターンにも
異常を多く認めた。 
②病理病期 IA 期の腺癌を対象に survivin の発現を喫煙者と非喫煙者で比較し、
喫煙の影響について検討した。喫煙者では核 survivin の発現が高かった。 



 

皮細胞での核 survivin 発現は喫煙者で有意
に高かった。 
 
D. 考察 
 
①pure SCLC は combined SCLC と比較し
て細胞接着分子の発現が低く、発現パター
ンにも異常を多く認めた。これらの所見か
ら、pure SCLC の方が浸潤・転移を起こし
やすく、病理学的に悪性度が高い可能性が
示唆された。 
②病理病期 IA 期の腺癌において、喫煙者で
は核 survivin の発現が高いことから、喫煙
は早期の腺癌の発生段階において核
survivin の発現を促進し、発癌に関与して
いる可能性が示唆された。今後、他の組織
型や進行度の違う症例についても検討し、
予後との関係を明らかにする予定である。 
 
E. 結論 
 
①肺小細胞癌(SCLC)において、pure SCLC
は combined SCLC と比較して病理学的に
悪性度が高い可能性が示唆された。 
②病理病期 IA 期の腺癌において、喫煙は早
期の腺癌の発生段階において核 survivin の
発現を促進し、発癌に関与している可能性
が示唆された。 
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